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一 般 質 問問
市
民
の
意
識
転
換
と
市
民
参
加

の
介
護
予
防
、
市
民
に
よ
る
生

活
支
援
を
促
す
施
策
は

答
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

は
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
加
え
、
高
齢
者

と
生
活
を
共
に
す
る「
地
域
の
皆
さ
ん
」

に
よ
る
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の

で
す
。「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」
対

策
と
し
て
、
身
近
な
地
域
で
支
え
合
う

「
互
助
」
の
仕
組
み
を
作
り
、
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
で
介

護
予
防
教
室
を
主
宰
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
を
活
用
し
て
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
生
活
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
29
年
度
か
ら
「
さ
さ
え
あ

い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
受
講
希
望
者
を
募
る
予
定
で

す
。問

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

は
、
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
民

全
体
を
巻
き
込
む
た
め
の
方
策
は

答
地
域
と
は
一
つ
の
家
族
体
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
互
い

に
支
え
合
う
組
織
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
は
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
に
繋

が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
、
認
知
症
の
高
齢
者

は
全
国
で
７
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、

団
塊
の
世
代
は
75
歳
に
到
達
し
ま
す
。

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
地
域
で
一
体
的
に
提
供
す
る
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
市
で
も
講
座
な
ど
も
設
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

まつぼっくりサークル（高松地区）運動教室

問
近
隣
３
市
に
比
較
し
、
遅
れ
が

目
立
つ
市
内
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
洋
式
化
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

答
29
年
度
当
初
の
小
学
校
の
洋
式

化
率
は
33
％
で
す
。本
年
度
は
、

浜
岡
地
区
の
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

工
事
を
完
了
し
、
第
一
小
学
校
が
68
・

８
％
。
浜
岡
東
小
学
校
が
69
・
４
％
。

浜
岡
北
小
学
校
が
73
％
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
に
御
前
崎
小
学
校
、
白
羽

小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
御
前
崎
中
学
校
は
31
年

度
に
、
浜
岡
中
学
校
は
建
て
か
え
時
に

実
施
予
定
で
す
。

問
洋
式
化
率
19
・
２
％
は
県
内
で

下
か
ら
３
番
目
に
低
い
。
御
前

崎
中
学
校
の
洋
式
化
工
事
を
前
倒
し
す

べ
き
で
は

答
御
前
崎
中
学
校
は
、
牧
之
原
市

と
の
学
校
組
合
の
た
め
、今
後
、

牧
之
原
市
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
来
年
度
以
降
の
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
洋
式
化
推
進
事
業
の
財
源

と
し
て
、「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
」
を
用
い
、そ
の
補
完
と
し
て
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促

進
事
業
交
付
金
」
活
用
に
つ
い
て

答
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・

転
換
理
解
促
進
事
業
」
で
は
、

ト
イ
レ
洋
式
化
推
進
事
業
に
は
直
接
使

用
出
来
ま
せ
ん
の
で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
」

の
成
果
を
中
長
期
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。問

本
年
度
2
回
目
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換
理
解

促
進
事
業
」
の
公
募
内
容
に
つ
い
て

答
本
年
度
2
回
目
の
公
募
で
は
、

市
内
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
可
能
性
調
査
に
応
募

し
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

市
内
37
公
共
施
設
へ
の
導
入
可
能
性
を

調
査
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
中
に
完

了
さ
せ
、
来
年
度
か
ら
、
導
入
効
果
が

高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
随
時
こ
の
交
付
金

事
業
に
応
募
す
る
予
定
で
す
。

阿南澄男

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　

早
期
体
制
整
備
に
つ
い
て

・

一 般 質 問

齋藤　洋

市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

　

推
進
事
業
に
つ
い
て
及
び

　
　

そ
の
財
源
に
つ
い
て

・


